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平成２３年第２回大仙市議会定例会会議録第１号

平成２３年６月６日（月曜日）

議 事 日 程 第 １ 号

平成２３年６月６日（月曜日）午前１０時開議

第 １ 会議録署名議員の指名

第 ２ 会期の決定 （１８日間）

第 ３ 議長報告 ・株式会社ＴＭＯ大曲第７期（平成２２年度）決算

・株式会社ＴＭＯ大曲第８期（平成２３年度）事業計画

・西仙北温泉インター株式会社第１２期（平成２２年度）決算

・株式会社協和振興開発公社第７期（平成２２年度）決算

・株式会社協和振興開発公社第８期（平成２３年度）事業計画

・太田町生活リゾート株式会社第１９期（平成２２年度）決算

・太田町生活リゾート株式会社第２０期（平成２３年度）事業

計画

・大仙市土地開発公社清算書

・平成２２年度大仙市継続費繰越計算書

・平成２２年度大仙市繰越明許費繰越計算書

・平成２２年度大仙市事故繰越し繰越計算書

・例月現金出納検査結果

第 ４ 議案第１１７号 教育委員会委員の任命について

（説明・質疑・討論・表決）

第 ５ 議案第１１８号 固定資産評価審査委員会委員の選任について

（説明・質疑・討論・表決）

第 ６ 議案第１１９号 固定資産評価審査委員会委員の選任について

（説明・質疑・討論・表決）

第 ７ 議案第１２０号 固定資産評価審査委員会委員の選任について

（説明・質疑・討論・表決）
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第 ８ 議案第１２１号 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについ

て （説明・質疑・討論・表決）

第 ９ 議案第１２２号 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについ

て （説明・質疑・討論・表決）

第１０ 議案第１２３号 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについ

て （説明・質疑・討論・表決）

第１１ 議案第１２４号 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについ

て （説明・質疑・討論・表決）

第１２ 議案第１２５号 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについ

て （説明・質疑・討論・表決）

第１３ 議案第１２６号 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについ

て （説明・質疑・討論・表決）

第１４ 議案第１２７号 大仙市特別職の職員で非常勤のものの報酬、費用弁償等に関

する条例の一部を改正する条例の制定について （説 明）

第１５ 議案第１２８号 大仙市税条例の一部を改正する条例の制定について

（説 明）

第１６ 議案第１２９号 大仙市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定につ

いて （説 明）

第１７ 議案第１３０号 大仙市南外多目的集会施設設置条例の一部を改正する条例の

制定について （説 明）

第１８ 議案第１３１号 大仙市南外生活改善センター設置条例の一部を改正する条例

の制定について （説 明）

第１９ 議案第１３２号 大仙市西仙北スポーツセンター設置条例の一部を改正する条

例の制定について （説 明）

第２０ 議案第１３３号 大仙市西仙北生活改善センター設置条例を廃止する条例の制

定について （説 明）

第２１ 議案第１３４号 大仙市へき地保育所条例の制定について （説 明）

第２２ 議案第１３５号 財産の取得について （説 明）

第２３ 議案第１３６号 平成２３年度大仙市特定環境保全公共下水道事業特別会計へ

の繰入額の変更について （説 明）
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第２４ 議案第１３７号 平成２３年度大仙市農業集落排水事業特別会計への繰入額の

変更について （説 明）

第２５ 議案第１３８号 平成２３年度大仙市一般会計補正予算（第３号）（説 明）

第２６ 議案第１３９号 平成２３年度大仙市国民健康保険事業特別会計補正予算（第

１号） （説 明）

第２７ 議案第１４０号 平成２３年度大仙市学校給食事業特別会計補正予算（第１

号） （説 明）

第２８ 議案第１４１号 平成２３年度大仙市特定環境保全公共下水道事業特別会計補

正予算（第２号） （説 明）

第２９ 議案第１４２号 平成２３年度大仙市農業集落排水事業特別会計補正予算（第

１号） （説 明）

出席議員（２９人）

１番 大 野 忠 夫 ２番 佐 藤 文 子 ３番 後 藤 健

４番 佐 藤 隆 盛 ５番 藤 井 春 雄 ６番 杉 沢 千恵子

７番 茂 木 隆 ８番 小 山 緑 郎 ９番 小 松 栄 治

１０番 冨 岡 喜 芳 １１番 佐 藤 清 吉 １２番 石 塚 柏

１３番 金 谷 道 男 １４番 武 田 隆 １５番 渡 邊 秀 俊

１６番 高 橋 敏 英 １７番 １８番 佐 藤 芳 雄

１９番 大 山 利 吉 ２０番 北 村 稔 ２１番 高 橋 幸 晴

２２番 本 間 輝 男 ２３番 橋 本 五 郎 ２４番 藤 田 君 雄

２５番 橋 村 誠 ２６番 佐 藤 孝 次 ２７番 千 葉 健

２８番 鎌 田 正 ２９番 竹 原 弘 治 ３０番 児 玉 裕 一

欠席議員（０人）

説明のため出席した者

市 長 栗 林 次 美 副 市 長 久 米 正 雄

副 市 長 山王丸 愛 子 教 育 長 三 浦 憲 一

代 表 監 査 委 員 福 原 堅 悦 総 務 部 長 老 松 博 行
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企 画 部 長 小 松 辰 巳 市 民 生 活 部 長 元 吉 峯 夫

健 康 福 祉 部 長 佐々木 昭 農 林 商 工 部 長 高 橋 豊 幸

建 設 部 長 田 口 隆 志 上 下 水 道 部 長 高 野 永 夫

病 院 事 務 長 伊 藤 和 保 教 育 指 導 部 長 青 谷 晃 吉

生 涯 学 習 部 長 武 田 茂

議会事務局職員出席者

局 長 佐々木 誠 治 参 事 竹 内 徳 幸

主 幹 伊 藤 雅 裕 主 査 佐 藤 和 人

主 任 中 川 智 晴

午前１０時００分 開 会

○議長（児玉裕一君） おはようございます。

これより平成２３年第２回大仙市議会定例会を開会いたします。

市長から招集のあいさつがあります。栗林市長。

○市長（栗林次美君）【登壇】 皆さんおはようございます。

本日、平成２３年第２回大仙市議会定例会を招集いたしましたところ、議員各位にお

かれましては、ご参集をいただきまして誠にありがとうございます。

今次定例会でご審議をお願いいたします案件は、人事案１０件、条例案８件、単行案

３件、補正予算案５件の合計２６件であります。

なお、会期中に準備が整い次第、中通線新設工事請負契約に係わる単行案並びにコ

ミュニティ助成事業及び市街地再開発事業に係わる補正予算案を追加提案する予定であ

ります。

各案件につきまして、よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。

なお、この場をお借りいたしまして主要事業の進捗状況並びに諸般の状況についてご

報告申し上げたいと存じますが、本年度の主要事業につきましては、５月６日から３１

日までに行ったスプリングレビューにおいて、本年度当初予算編成後の様々な国・県制

度等の変更や補助事業の予算配分の状況等を捉えながら、円滑な推進を図るための所要

の調整を行ったほか、昨年度の豪雪や東日本大震災の教訓を今後に活かすため、本市の

新たな課題やその対応策について検討を加えたところであり、これとあわせて、全体的
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な危機管理のあり方を再構築することとし、地域防災計画の修正作業に着手しておりま

す。

また、本年３月１１日に発生した東日本大震災に伴う本市のこれまでの対応や被災地

・被災者の支援の状況につきましては、報告の最後にまとめてご説明させていただきた

いと存じます。

それでは、各部局ごとの主要事業の進捗状況等についてご報告させていただきます。

はじめに、総務部関係について申し上げます。

防災対策につきましては、昨日、大曲地域の雄物川河川敷を会場に、水防技術の向上

と体制の強化を目的とした水防訓練を実施したほか、６月１２日には南外地域北田地区

で開催される県主催の土砂災害に対する全国統一訓練に参加し、揚坊自治会を中心とし
あげぼう

た住民の避難訓練や防災講習会などを実施することとしております。

本年度の大仙市総合防災訓練につきましては、８月３１日に中仙地域で開催すること

とし、現在、訓練内容等を検討しております。東日本大震災の影響で防災意識が高まっ

ていることから、多くの市民の皆様に参加していただき、実りある防災訓練となるよう

取り組んでまいります。

また、５月２３・２４日の両日には、神奈川県座間市との災害時相互応援協定に基づ

く「災害対策連絡会議」を座間市で開催し、東日本大震災における対応や地域防災計画

の見直しなどについて意見交換を行っております。

なお、遠藤座間市長から中型バスの譲渡について打診がありましたので、これをお受

けすることとし、今後、市有財産として有効活用策を検討してまいります。

消防につきましては、４月３日から１０日までの「春の火災予防運動週間」に、大規

模災害発生直後の対応などを想定しながら、各支団において、消防設備の点検整備や駆

け付け訓練等を実施しております。

また、５月２２日には、本市では初めてとなる女性消防団基礎研修を開催し、広域消

防本部の協力のもと、規律訓練や救急救命講習を実施したところであり、引き続き女性

消防団員の育成・強化に努めるとともに、活躍の場を積極的に提供してまいりたいと考

えております。

住宅用火災警報器につきましては、万が一火災が発生した場合でも素早く避難できる

ように、本年６月１日から設置が義務付けられました。平成２１年度には地域活性化・

生活対策臨時交付金を活用し、市民税非課税で７０歳以上の高齢者世帯、障がい者世帯
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及び生活保護世帯２，４２６世帯に対し設置助成をしております。しかしながら、普及

が進んでいないことから、市民税非課税で６５歳以上の高齢者のみの世帯２，４４７世

帯を対象に火災警報器１個を無償で設置する二次対策を実施することとし、今次定例会

に事業実施に係わる予算の補正をお願いしております。こうした対策を実施しながら、

一般家庭での普及にさらに努めてまいりたいと思います。

次に、企画部関係についてであります。

仙北組合総合病院の改築を核事業とした大曲通町地区市街地再開発事業につきまして

は、これまで準備組合で本組合の設立に向けた作業を進めてまいりましたが、準備が

整ったことから、４月１３日に準備組合から本組合設立認可の進達依頼があり、翌４月

１４日に県に対し申請を行ったところであります。

本事業は、厳しい事業スケジュールであることから、県から認可事務に関し最大限の

ご尽力をいただき、６月３日に、私と市街地再開発事業組合設立発起人代表の大曲商工

会議所会頭が県に赴き、本組合設立認可証の交付を受けてきたところであり、６月１４

日に本組合の設立総会を開催することとしております。

なお、本年度は、各種施設の実施設計や既存建物の解体設計のほか、権利変換計画を

策定し、当該計画についての組合員の合意と知事の認可を得て、来年早々には北街区の

建物解体作業に着手する予定となっております。

地上デジタルテレビ放送の難視聴地域の解消につきましては、西仙北地域土川地区・

大沢郷地区、協和地域、南外地域、太田地域真木地区の難視聴世帯を対象に加入申し込

みをいただき整備した光ケーブルによる地デジ放送再送信施設について、４月１日から

供用を開始しております。

なお、供用開始後の新たな加入に際しては、送信設備と光電変換装置の接続工事に要

する費用の実費相当分として３万５千円を負担していただくこととしておりますが、暫

定措置として９月３０日までは７千円に軽減し対応してまいりたいと考えております。

また、７月２４日で地上アナログ放送が終了し、地上デジタル放送に完全移行となる

ことから、市といたしましても広報等で周知に努めるほか、市民からの問い合わせや相

談等に万全の体制で臨んでまいりたいと存じます。

携帯電話の不感地域解消を図る移動通信用鉄塔施設整備事業につきましては、大曲地

域内小友の小出沢地区、西仙北地域の大沢郷上布又地区・下布又地区、太田地域と中仙
かみぬのまた しもぬのまた

地域の間に位置する真木・フカウヂ地区の鉄塔整備について、４月に県から補助金の内
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示があり、工事着手に向け準備を進めております。

なお、東日本大震災の影響により、工事の一部を本年度に繰り越して実施しておりま

した西仙北地域大沢郷秋 通 地区の鉄塔整備については、５月１８日に完了しておりま
あきどおり

す。

地域交通政策の推進につきましては、昨年度、「第２期大仙市のよりよい地域公共交

通計画」を策定し、今後５カ年間にわたる地域公共交通の将来目標や基本方針を定めた

ところでありますが、本年度は計画に掲げる事業の一つとして、大曲地域で運行してい

る循環バスに関する調査業務を包括連携協定を結んでいる秋田大学に委託し、研究機関

としての見地から循環バスの利用促進などに関する提案をいただくこととしております。

また、各地域で運行している乗合タクシー等の交通システムについては、利便性の向

上を図りながら、ＮＰＯ法人等による有償運送など新たな交通システムについても検討

を行ってまいります。

「広報だいせん」につきましては、日本広報協会が主催する平成２３年度全国広報

コンクールに県の代表作品としてノミネートされておりましたが、先般、写真部門にお

いて、昨年度に引き続き入選した旨、連絡を受けております。今後とも市民に親しまれ

る広報紙づくりを目指してまいりたいと存じます。

男女共同参画の推進につきましては、市民の現状と意識を調査するため、無作為に抽

出した２０歳から７５歳までの市民約３，０００人に市民意識調査アンケートを６月１

日に発送したところであります。

国際交流につきましては、国際教養大学留学生との交流が３年目を迎えており、市内

小・中学校の児童生徒及び幼稚園・保育園の園児が学校行事等を通じて交流を図ってお

ります。５月から７月までの第１期は延べ２０回の交流活動が予定されており、直接異

文化に触れることができる貴重な体験の場となっております。

また、災害時に要援護者となる外国籍住民等の支援体制を整備するため、翻訳・通訳

・支援ボランティアの養成や登録リスト、防災マニュアルの作成を行うこととし、今次

定例会に事業実施に係わる予算の補正をお願いしております。

少子化対策としての結婚支援につきましては、本年度設立された「あきた結婚支援

センター」と連携を図りながら、本市として「男女の出会い・結婚支援を考える会」を

設置し、公募によるメンバーを中心に５月３０日に第１回目の会議を開催したところで

あり、今後、様々なご意見をいただきながら結婚支援に関する事業の企画から実施に至
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るまでの取り組みを市民との協働で行ってまいりたいと思います。

次に、市民部関係についてであります。

東日本大震災に伴う電力不足対策につきましては、国では企業、家庭ともに一律１５

％の節電目標値を定め、家庭の節電対策メニューを示し全国的な節電実施を呼びかけて

おります。

本市においては、６月１日に取り組み期間を９月３０日までとする「大仙市節電対策

基本方針」を定め、市民、事業者の節電目標を１５％以上とし、市は率先して取り組む

ため、公共施設等については２０％以上の節電目標を掲げ適切に実施していくこととし

ております。

今後は、市民の皆様に対して市広報、ホームページ、各種環境学習事業等により節電

を呼びかけ、積極的な協力をお願いするとともに、事業者に対しても計画的な節電に取

り組んでいただけるよう、事業分野ごとに担当課を決めて働きかけてまいります。

地球温暖化対策につきましては、４月から低消費電力かつ長寿命で環境にやさしいＬ

ＥＤ照明の購入助成事業を行っておりますが、市民の皆様の節電意識が高く、５月末現

在で申請件数１３６件、助成額２４９万８千円となっており、予想以上に申請件数が伸

びていることから、今次定例会に予算の補正をお願いしております。

国民健康保険事業につきましては、平成２２年度決算見込みが実質収支では約４億

１，６００万円の黒字となり、実質単年度収支でも約１億８，５００万円の黒字となる

見込みであります。これは、一般会計から国保会計へ１億５，０００万円の基準外繰り

入れなどを実施したことによるものであり、医療費の増加傾向が続いていることなどか

ら、依然として国保事業は厳しい財政状況となっております。

本年２月に変更版を策定した「大仙市国民健康保険事業運営安定化計画」では、本年

度に税率を見直すこととしておりましたが、依然として経済情勢が厳しく税の負担感が

大きいことから、繰越金等を財源に充てるとともに、引き続き一般会計からの財政支援

を行うこととし、本年度の国保税率については据え置くことにいたしました。

なお、今後の国保事業の運営につきましては、運営安定化計画に基づきながら、国保

税の収納率向上、医療費適正化・健康づくりへの取り組みなどを推進してまいります。

なお、先般、秋田県国民健康保険団体連合会において、高額医療費共同事業及び保険

財政共同安定化事業に係わる市町村拠出金の誤算定が判明しております。その結果、本

市においては、国保連合会から拠出金が返還されることになりますが、この返還金は制
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度上、県の特別調整交付金で財源充当されておりますので、そのまま県に返還すること

となり、市の国保事業への影響はないとの報告を受けております。

消費者行政の推進につきましては、本年度新たに消費生活相談室を設置し、市民が身

近に相談できる体制を整備しております。大曲庁舎内に専用の相談スペースを設け、５

月１日から専任の消費生活相談員２名を配置しており、５月末までに１８件の相談・苦

情に対応しております。

今後は、消費者団体、事業者団体などの関係機関と連携を図りながら、消費者問題の

早期解決と消費者被害の未然防止のための啓発活動に積極的に取り組んでまいります。

交通安全対策につきましては、４月に「新入学・入園期の交通安全運動」、５月には

「春の全国交通安全運動」が展開され、大仙警察署をはじめ関係機関団体と連携しなが

ら、交通指導隊員による早朝・夜間の巡回指導、主要交差点での街頭指導、啓発キャン

ペーンなどを実施しております。

また、４月にはチャイルドシートとシートベルトの着用状況を調査しておりますが、

後部座席の着用率が下がったことにより、全体着用率が昨年の８５％から８１％と４ポ

イントの減となっております。このため、着用率向上に向けた取り組みとして、啓発チ

ラシ等を作成しながらキャンペーンを実施するなど、着用を強く呼びかけてまいりたい

と思います。

新規事業となる「交通安全は家庭から」の大声コンテストにつきましては、大仙市交

通安全母の会のご協力をいただきながら、７月１９日の大仙市安全安心まちづくり推進

大会で行われる予定の決勝大会に向け、６月４日の南外地域を皮切りに市内８カ所で予

選会が行われております。

防犯につきましては、５月の自転車月間にあわせて防犯指導隊と防犯協会等と連携し

ながら、市内の高校で「全県一斉自転車街頭指導」を実施し、声かけ運動をはじめ自転

車の鍵かけや正しい乗り方などについて指導しております。

ごみ減量化対策につきましては、平成２２年度の家庭ごみ排出量のうち、燃やせるご

みが１万６，１６０ｔで、前年度と比較して２７２ｔ、１．７％の減、燃やせないごみ

は７８５ｔで、前年度と比較して３４ｔ、４．２％の減となり、市民の皆様のご協力に

より、ごみの減量化が図られております。

粗大ごみの収集につきましては、昨年度に収集体制の全市統一化を図ったところであ

り、平成２２年度に搬入された粗大ごみは６１５ｔで、前年度と比較して３６１ｔ、



- 10 -

３７．０％の大幅な減となっており、粗大ごみの減量化も図られております。

資源ごみの古紙・ペットボトル・びん・缶につきましては３，２０９ｔが回収された

ほか、ごみの減量化とリサイクル推進のため拠点回収に取り組んでいる発泡スチロール

は１，３７０ｋｇ、食品トレイは７８０ｋｇが回収されております。

なお、本年度からは、新たな取り組みとして市内全地域３８カ所にペットボトル

キャップの回収ボックスを設置し、５月から拠点回収を実施しております。

廃食用油回収事業につきましては、平成２２年度から、民間団体によるものとしては

県内初となる市内全地域での回収が行われ、目標に近い６，０４７リットルが順調に回

収されたところであり、循環型資源としてバイオディーゼル燃料に精製され、軽油の代

替燃料として学校給食の配送車などに有効に活用されております。

全市一斉クリーンアップにつきましては、環境美化活動の一環として４月１９日に実

施し、約１万人の市民の皆様の参加をいただき、昨年より２ｔほど多い約１６ｔのごみ

を回収しております。

次に、健康福祉部関係についてであります。

新規事業となる大腸がん検診研究事業につきましては、昭和大学医学部と国立がん

センターが厚生労働省の委託を受けて共同で実施する研究事業にモデル市として参画す

るものであり、大腸がんによる死亡率が増加していることから集団健診での大腸内視鏡

検査の有効性を調査し、がんの早期発見につなげる日本では初めての研究事業でありま

す。

本年度は太田地域と中仙地域を対象に無料で実施しており、太田地域で行った大腸

がん検診では、受診者が１，３３８人で、このうち３４５人の方々がこの事業に参加さ

れております。中仙地域については、現在実施中でありますが、１，７５２人の受診者

を予定しております。この事業は、効果検証に多くの参加者が必要なことから、今後は

夜間検診を追加するなど、さらなる参加者を募集してまいります。

小児用肺炎球菌ワクチン、ヒブワクチンの接種につきましては、これらを含むワク

チンを同時接種した乳幼児に複数の死亡例が報告されたことから、本年３月２日以降、

接種が一時中止されておりましたが、厚生労働省の専門部会において、現時点では接種

と死亡との間に直接的な因果関係は認められないとの報告があり、接種再開の通知を受

けましたので、本市では５月から無料接種を開始しております。

また、子宮頸がん予防ワクチンの接種につきましては、全国一斉の接種開始となった



- 11 -

ことから、ワクチンの生産が間に合わず、本市での無料接種は７月頃となる見込みであ

ります。

子育て支援につきましては、昨年度から支給が始まった「子ども手当」について、つ

なぎ法案が成立したことにより、本年９月までは一人当たり一律１万３千円を引き続き

支給することとなりましたが、１０月以降の取り扱いは未だ不透明な状況であり、国の

方針が決まり次第、保護者への通知や広報などにより周知してまいります。

また、昨年８月にスタートした「ファミリー・サポートセンター事業」につきまして

は、継続的に地域への事業周知・浸透に努めた結果、本年３月末現在で、会員数が

１２１名、活動件数は４１２件となっており、子育ての相互援助活動が広がりを見せて

おります。

障がい者通所施設につきましては、社会福祉法人「あけとおり会」が事業主体となり、

旧神岡保育園跡地に建設を進めていた障がい者支援施設が３月に完成し、７月の開設に

向けて職員研修や利用希望者に対する説明会を開催するなど準備を進めていると伺って

おります。

社会福祉施設の法人化につきましては、本年度から特別養護老人ホーム福寿園を社会

福祉法人「大仙ふくし会」に、また、幼保一体施設のかみおか幼稚園と神岡保育園、中

仙幼稚園と中仙西保育園を社会福祉法人「大空大仙」にそれぞれ移譲いたしましたが、

順調に運営されていると伺っております。

次に、農林商工部関係についてであります。

水田の春作業につきましては、豪雪の影響でほ場の雪解けが遅れたことなどから、春

作業の遅れによる生育への影響を心配しておりましたが、耕起作業については、昨年よ

り１週間ほど遅れたものの、その後の作業の進捗により、田植え作業は昨年より２日遅

い５月３１日にほぼ終了しております。

米の生産調整につきましては、２３年産米の生産数量目標として配分された数量は、

昨年より３，４３７ｔ少ない６万３，８１８ｔでありましたが、東日本大震災の影響か

ら県間調整が実施され、本市では要望のあった３業者に２６０ｔの追加配分され、最終

的な生産数量目標は６万４，０７８ｔで昨年より５万３，０００俵余り少ない配分と

なっております。

本年度から本格実施される農業者戸別所得補償制度については、６月中の交付申請に

向けて、できるだけ多くの農業者が恩恵を受けられるよう、加入手続きなどについて昨
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年度と同様に支援してまいります。

農業委員会の統合につきましては、本年７月２０日に市全域を区域とした新たな農業

委員会を設置することとしております。これにより７月２４日を告示日として、公職選

挙法に基づく農業委員会委員一般選挙が行われることになりますが、投票日の７月３１

日には４０人の新しい委員が決まる予定となっております。

最終年度となる「農地・水・環境保全向上対策事業」につきましては、現在１２３の

組織が、それぞれ策定した平成２４年度以降の体制整備構想案に基づく活動を展開して

おり、持続可能な農村環境の向上に結びつくよう引き続き支援してまいります。

市営放牧場の利用状況につきましては、神岡、西仙北及び協和地域の３カ所において、

市外からの利用２７頭も含め和牛１３１頭、乳牛９頭の合計１４０頭を放牧しておりま

す。

なお、平成２１年度から実施している神岡地域の笹倉牧場の草地更新については、順

調に草地の牧養力が高まっており、施設運営の健全化が図られております。

また、５月１４日に県が行った神岡地域の秋田県畜産試験場内から採取した牧草に係

わる放射性物質の検査では、農林水産省が設定した暫定許容値を上回る値は検出されま

せんでしたので、例年通り放牧の実施及び牧草の給与を行っても問題がないことを市内

の畜産農家に連絡しております。

本年の全国花火競技大会につきましては、東日本大震災の影響により一部の花火大会

が開催中止となる状況も見られますが、震災により亡くなった方々を追悼するとともに、

被災された方々や復興に懸命に取り組んでいる方々に希望を届け、さらには、停滞して

いる日本経済に元気と勇気を与えられるよう、例年と同様８月の第４土曜日となる８月

２７日に開催することとして、４月１８日に市と大曲商工会議所、大仙市商工会が共同

で記者発表させていただいたところであります。

また、被災地・被災者支援事業の一環として、全国花火サミットの構成メンバーであ

る石巻市や、秋田・岩手地域連携軸推進協議会で本市と交流のある宮古市で開催される

花火大会において、大曲商工会議所と連携した形で「大曲の花火」を打ち上げるべく、

今次定例会に予算の補正をお願いしております。

毎年、飯田沼釣り公園で開催している「子ども釣り大会」につきましては、少子化等

の影響により年々参加者が減少していることから、大人も参加対象に加え、新たに「第

１回飯田沼釣り大会」として５月１４日に開催し、大人、子供合わせて２７人の参加が
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あったところであります。

企業対策につきましては、協和地域船岡地区にある電子部品製造の秋田ルビコン株式

会社、仙北地域橋本地区にある光学レンズ加工の日邦工業株式会社、西仙北地域土川地

区にある東海プラスチック株式会社が、前企業の移転などにより、それぞれ事業所の建

物・設備及び従業員を引き継いだ形で操業しております。地域雇用を維持していただい

ていることから、市といたしましては、今後とも雇用面での支援をしてまいりたいと考

えております。

本年３月卒業の高校生の就職状況につきましては、ハローワーク大曲管内の４月末現

在における就職希望者３３８人に対し、就職者数は３３６人で９９．４％の就職率と

なっており、昨年の９７．２％から２．２ポイント増加しております。このうち県内就

職者は２０７人で全就職者数の６１．６％と、昨年の５４．２％から７．４ポイントの

増加となっており、県内就職率の増加が全体の就職率の向上につながったものと考えて

おります。

今後も高校生の県内就職支援対策として、県南地区職場研修事業などを実施し、就職

や仕事に対する意欲を高めてまいりたいと考えております。

また、就職活動をしている若年者の方々に対しては、市独自の就職支援講座を開設し

ており、引き続き安定雇用を図るための取り組みを積極的に実施してまいります。

次に、建設部関係についてであります。

都市計画道路中通線の整備につきましては、本年度の土地区画整理事業に対する国の

社会資本整備総合交付金の内示額が要求額の約５割と大変厳しい配分となったことから、

計画どおりの施工が困難な状況となっております。しかしながら、本路線は大曲通町地

区市街地再開発事業により改築される仙北組合総合病院等への重要なアクセス道路とな

ることから、早期開通に向けた事業推進を図るため、積極的に国・県への追加要望を

行ってまいりたいと思います。

なお、冒頭でも申し上げましたとおり、本年度はＪＲ奥羽本線中通こ線橋に係わる大

花町側、延長７３ｍの擁壁築造工事を実施することとし、今次定例会に請負契約の締結

に関する単行案の追加提案を予定しております。また、これとあわせ、街区の整地工事

や上下水道工事を施工してまいります。

大曲駅前第二地区土地区画整理事業につきましては、本年度の仮換地指定に伴い、大

花町地区２０戸の建物移転を予定しており、現在、各権利者と交渉中であります。
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大花都市再生住宅の入居状況につきましては、現在３４世帯が入居済であり、本年度

の入居予定６世帯と合わせ、４０世帯が入居する見込みであります。

西仙北スマートインターチェンジの舗装改良工事につきましては、東日本大震災の影

響により一部未完成となっておりましたが、予定どおり３月２５日に開通しており、６

月下旬には関連する全ての工事が完了する見込みとなっております。今後は、利用促進

に向けたＰＲ等を行うなど利用者の拡大に努めてまいります。

大曲地域角間川地区の川港親水公園施設「浜倉」につきましては、東日本大震災によ

り外壁に亀裂が入り部分的に剥がれ落ちるなどの被害を受けております。この施設は多

くの市民の皆様に利用されており、危険防止のため早期に修復する必要があることから、

今次定例会に予算の補正をお願いしております。

昨年４月から限定特定行政庁として業務を開始した建築確認審査業務につきましては、

昨年度の申請件数は市全体で３５１件で、このうち２５７件を本市で取り扱っており、

本年５月末現在では市全体の６１件のうち４６件を取り扱っております。

大仙市住宅リフォーム支援事業につきましては、繰越事業として引き続き実施してお

りますが、５月末現在の申請件数は９２件、補助金額にして約２，０００万円、対象工

事費で２億６，０００万円となっております。多くの市民の皆様に利用していただいて

おり、地域の経済対策としても大きく貢献しているものと考えております。

住環境の整備につきましては、計画期間を１０年間とする住生活基本計画を昨年度に

策定しており、重点施策として住宅リフォーム事業の推進、除雪対応の推進及び空き家

対策の推進を掲げ、今後、様々な住生活環境事業を計画的に進めていくこととしており

ます。特に空き家対策につきましては、「大仙安全・安心まちづくり条例」による空き

家管理効果の検証や市営住宅などへの活用を検討する事業等を実施していく予定となっ

ておりますが、これらを含めた本計画の内容については、本日の本会議終了後に開催を

お願いしている議員全員協議会でご協議いただきたいと考えております。

道路整備事業につきましては、平成２２年度１月補正及び３月補正において繰越明許

費を設定した地域活力基盤創造交付金事業の２路線のうち、中仙４号線の橋りょう工事

については上部工工事を発注済みであり、１１月末の完了を予定しております。また、

上ノ台１号線については、用地提供者である国との交渉が整い次第、発注できるよう準
うえ の だい

備を進めております。

同じく繰越明許費を設定した、きめ細かな臨時交付金事業の道路・橋りょう費及び河
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川費につきましては、全３４カ所の工事のうち４カ所が完了、５カ所が発注済みであり、

残る２５カ所についても早期に発注できるよう作業を進めております。

また、本年第２回市議会臨時会において専決処分報告をいたしました道路・橋りょう

費３カ所の工事につきましては、既に完了しております。

社会資本整備総合交付金事業の南外１号線につきましては、平成２４年度からの工事

施工に向け、本年度は測量設計等を進めてまいります。

地方特定道路整備事業の宮林線につきましては、７月中旬の完了を目指し改良工事を

進めており、完了後は引き続き舗装工事を実施してまいります。また、道路及び河川に

係る市単独事業につきましては、３カ所の工事が発注済みであり、残り２６カ所につい

ても発注に向け作業を進めているところであります。

次に、国・県関係工事についてであります。

国道１３号関連の神宮寺バイパス事業につきましては、昨年度、大坪交差点から現道

に接続する北楢岡字高花間の２．２ｋｍが開通し、バイパス区間７．２ｋｍが通行でき
たかばな

るようになりましたが、引き続き残る現道拡幅区間２．４ｋｍについて、終点側の道の

駅「かみおか」付近の用地買収と歩道・路肩の拡幅工事を推進する予定と伺っておりま

す。

また、事故ゼロプランを重点的に推進するため、交通事故重点対策事業及び交通安全

施設等整備事業により、上り線側に右折レーンを整備する「峰吉川交差点改良」に着手

し、年度内に完了の予定と伺っております。

雄物川中流部の河川改修事業につきましては、洪水被害の軽減と解消を図り、地域の

安全・安心を確保するため、西仙北地域の強首及び寺館・大巻地区、南外地域の西板戸

地区において、樋門新設及び築堤等の改修工事を引き続き実施する予定と伺っておりま

す。

大曲橋の架け替えにつきましては、平成２５年８月の供用を目指し、橋りょう上部工

工事を引き続き実施するとともに、主要地方道角館六郷線太田地域の斉内川橋の架け替

えにつきましては、調査設計のほか用地補償を進める予定と伺っております。

歩道整備事業につきましては、国道１０５号四ツ屋地区の整備を引き続き推進するほ

か、主要地方道角館六郷線太田地域伊勢堂地区の路線測量及び道路詳細設計を実施する

予定と伺っております。

また、狭隘区間の解消を図るため、主要地方道神岡南外東由利線の南外地域下 袋 工
しもぶくろ
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区については建物調査と用地補償を、一般県道水沢西仙北線の西仙北地域殿屋敷工区に
との や しき

ついては調査設計を実施するなど、道路改良事業を推進する予定と伺っております。

道路の防災拠点及び維持管理の作業拠点として、国土交通省が建設を進めている国道

１３号沿い大曲地域戸蒔地内の「大曲防災ステーション」につきましては、先般外構部

の舗装工事が終了し、間もなく完成する予定と伺っております。

次に、上下水道部関係についてであります。

上水道事業につきましては、債務負担行為を設定し前倒しで発注している３件の工事

のうち、大曲栄町地区の配水管改良工事については６月中旬に完了の予定であり、大曲

住吉町地区及び大曲西根字小館地区の配水管改良工事については、５月末現在の進捗率

がいずれも約９０％となっております。

内小友字仙北屋地区の配水管新設工事については、宮林線の道路改良工事と同時に進

めており、５月末現在の進捗率は約３０％となっております。

簡易水道事業につきましては、５カ年の継続事業として実施している西仙北地域の大

沢郷地区簡易水道施設整備事業について、昨年６月からは計画給水区域への給水を開始

しておりますが、本年度が事業最終年度であり、現在は路面復旧とフェンス取付工事を

残すのみとなっております。

下水道事業につきましては、公共下水道の大曲、神岡、中仙及び南外の４地域におい

て、農業集落排水については大曲地域角間川地区及び太田地域三本扇地区の２地域にお

いて、補助金交付決定後、速やかに発注できるようそれぞれ準備を進めております。な

お、三本扇地区は事業最終年度を迎えており、本年度内の供用開始を予定しております。

次に、教育委員会関係についてであります。

東日本大震災後の状況につきましては、幸いにも本市の幼稚園、小・中学校には大き

な被害はなく、卒業式の日程に一部変更があったものの、入学式などの諸行事について

は、概ね予定通り行うことができました。

また、５月末現在、被災地である福島県から１２人、宮城県から７人の合計１３世帯

１９人の児童生徒を受け入れており、就学援助申請により保育料の減免や学用品等の支

給、給食費の免除等の支援を行っております。

今回の震災では、停電による電話回線の不通等が課題となりましたが、各学校等にお

いて災害時の優先電話を再確認するとともに、震度５弱以上の大規模地震発生時におけ

る臨時休業措置基本指針を策定し、保護者等への周知を行うことで連絡体制の再構築を
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図っております。さらに、各学校等では、防災に係わる学校安全計画等を見直し、登下

校時や休日、旅行先において災害に遭った場合の対処等も想定した、より実践的な避難

訓練を実施しております。

学校規模適正化の推進につきましては、神岡・西仙北・南外地域の学校統合に向けた

準備を進めておりますが、開校準備委員会を各地域ごとに開催し、校歌・校章等の策定

作業のほか、保護者の方々のご意見を伺いながら遠距離通学を支援するスクールバスの

運行体制等について具体的な協議に入っております。

また、閉校となる校舎の利活用については、地域協議会等でご協議をいただき、地域

のご意見・ご要望に即した利活用策を提案していただく予定となっております。

学校教育につきましては、本年度の全国学力・学習状況調査は、震災により延期され

ておりますが、本市においては、新規事業である「コロンブスの卵わくわくサイエンス

事業」、新たな研究となる理科の「教育課程研究指定校事業」等を柱に、理数教育の充

実に努めてまいります。

同じく新規事業である「音のまち大仙楽器サポート事業」では、文化の薫り高いまち

づくりを進めるため、子供たちの音楽活動を支援する楽器購入を行っております。

また、５月１０・１１日の両日には、「こころのプロジェクト『夢の教室』事業」を

開催しており、元プロサッカー選手の福永 泰 氏と水沼貴史氏をお招きし、夢を持つこ
やすし たか し

との素晴らしさや努力することの大切さを子供たちにお話しいただいております。

鈴木空如調査研究事業につきましては、空如が模写した法隆寺金堂壁画の作品展が、

震災の影響で３月１８日からの開催ができなかったことから、この秋の開催に向けて改

めて準備を進めているところであります。

なお、生家に残された空如の作品と資料群を一括して市有化することにより、貴重な

歴史資料の散逸防止と経年劣化による損傷防止を図るため、今次定例会に財産の取得に

関する単行案を提出しております。

毎年実施している国指定名勝の旧池田氏庭園の特別公開につきましては、春・秋の公

開はこれまで土曜日と日曜日の２日間としておりましたが、見学者からの要望や今後の

公開方法を検討する試みとして、春は５月３０日から６月５日までの平日を含む７日間

の特別公開を行ったところであります。平日にもかかわらず１，０００人以上の来場者

となる日もあり、予想を超える県内外の多くの方々から鑑賞をいただき、ニーズの高さ

を確認できたところであります。
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スポーツ振興につきましては、北東北３県合同開催を予定していたインターハイにつ

いて、震災の影響により開催が危ぶまれておりましたが、一部種目に会場変更があるも

のの、本市開催の「なぎなた競技」は予定通り開催されることになりました。８月１７

日から１９日までの３日間、全国から５００名を超える選手・役員の方々が本市を訪れ、

仙北地域の「ふれあい体育館」を会場に競技が行われる予定となっております。

また、昨日開催の「第７回市制施行記念駅伝競争大会」は、本年度から一部コースを

変更するとともに新たに地域対抗の部を設け、これまでで最多となる６１チームが参加

し盛会裏に終了しております。

５年目を迎えた出前民謡「ふるさと民謡めぐり」につきましては、５月１４日の大曲

公演を皮切りに、５月１８日には西仙北地域で開催しており、この後、全地域を巡回し

ながら、民謡の普及と若手育成の場を提供してまいりたいと考えております。

総合市民会館事業につきましては、大曲市民会館を会場に、震災で本市に避難されて

いる方々を無料招待し、４月１０日には「あの歌この歌ｉｎ大曲２０１１」が、昨日は

「第２３回秋田おばこ節全国大会」が開催され、いずれも被災者の方々と感動を分かち

合いながら盛会裏に終了しております。

次に、平成２２年度の一般会計、特別会計及び企業会計の決算概要について申し上げ

ます。

一般会計につきましては、翌年度に繰り越しする財源を除いた実質収支は約７億

９，０００万円の黒字決算となる見込みであります。これは、収入において国の地方財

政対策により地方交付税が前年度を上回ったことや、歳出全体における経常経費の節減

に努めたことなどが主な要因であります。

なお、当該年度と前年度の実質収支の差に財政調整基金の増減額等を反映した実質単

年度収支は、平成２２年度の財政運営において財政調整基金からの取り崩しを行わず６

億５，０００万円を積み増ししたことから、約５億７，０００万円の黒字を見込んでお

ります。これは、前年度に引き続き、２年連続の黒字となるものであります。

特別会計では、国民健康保険事業特別会計、後期高齢者医療特別会計、学校給食事業

特別会計、簡易水道事業特別会計、公共下水道事業特別会計、特定環境保全公共下水道

事業特別会計、特定地域生活排水処理事業特別会計、農業集落排水事業特別会計、老人

デイサービス事業特別会計及び各財産区特別会計は、いずれも実質収支で黒字決算と

なっているほか、その他の特別会計の実質収支はゼロとなっております。
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また、企業会計では、水道事業会計が収益的収支において２億１，５００万円の純利

益があり、病院事業会計の収益的収支は８００万円の黒字決算となっております。

最後に、未曾有の大災害となりました東日本大震災への対応状況についてご報告申し

上げます。

平成２３年３月１１日の午後２時４６分に発生した地震により、本市では最大震度５

強を観測し、市内全域が停電したことなどから、直ちに災害対策本部を設置して情報収

集を行うとともに、地震に伴う自主避難者や帰宅が困難となった方々などの避難場所を

設置したほか、同日夜半には一部で断水したため、給水車による給水活動などの対応を

行っております。

この段階で確認された市内の被害状況は、軽傷１名のほか、非住家などの一部破損が

数力所でありました。

その後、余震が断続的に発生しておりますが、特に４月１９日には、最大震度５弱を

観測する余震が発生しており、これらの余震では、幸い、けがなどの人的被害は確認さ

れておりませんが、住家においては、家屋の全半壊はなかったものの数軒で壁に亀裂が

入ったり、棚やタンスが倒れるなどの被害が報告されております。

また、市の施設では、西仙北ぬく森温泉「ユメリア」と協和温泉「四季の湯」の一部

が破損し、民間施設では西仙北地域土川地区の西今泉工業団地にある企業４社の工場に

おいて、設置機械の位置がずれたり、建物や設備の一部が損壊するなどの被害が出てお

ります。

下水道施設では、西仙北地域、協和地域、仙北地域で、管きょ埋設部分の歩道路面の

沈下、陥没が発生しており、一部で管きょのずれやたるみによる排水不良が確認されて

おります。

市では、市内のライフラインが復旧し、状況が安定したことを確認し、３月１８日に

は災害対策本部を被災地・被災者支援本部に切り替え、北東北地域連携軸構想推進協議

会、秋田・岩手地域連携軸推進協議会等の災害時における相互援助に関する協定に基づ

く被災地・被災者支援を本格化させたほか、翌１９日には避難者サポートセンターを武

道館に設置し、本市に避難されてきた方々の支援にあたったところであります。

被災地に対する救援物資の輸送につきましては、これまで１６次にわたり実施してお

りますが、市民の皆様をはじめＪＡ、企業、各種団体などのご協力のもと、宮古市及び

大船渡市にそれぞれ５回、岩手県並びに盛岡市、釜石市、北上市、陸前高田市にそれぞ
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れ２回の輸送を行い、被災地で必要とされる食料品、医薬品、燃料、日用品などをお届

けしているほか、給水車２台を現在も大船渡市に貸出中であります。

被災地に対する職員派遣につきましては、建物の危険度判定や給水、保健師、避難所

支援要員として延べ５０名を派遣しております。

このほか、斎場における火葬支援として、寺院、葬儀社、生花店などのご協力をいた

だきながら、大曲仙北広域市町村圏組合の斎場３カ所で１００体、市営西仙北火葬場で

は８体のご遺体を丁重に茶毘に付しております。

大仙市に避難された方々に対する支援につきましては、避難者サポートセンターにお

いて、これまで避難者の市営住宅等への入居や民間の旅館、ホテル等への受け入れ調整

のほか、小・中学校の区域外通学に関すること、妊産婦、乳幼児健診等の保健・健康に

関すること、就業や経済的な支援に関することなど、様々な相談に対応してきておりま

す。

４月のピーク時には２３２人が大仙市に避難されておりましたが、５月２４日現在で

は４１世帯９７人の方々が市営住宅、旅館、ホテル等に避難中で、サポートセンターに

避難の届出のあった親戚、知人宅等への避難者を加えますと合計８３世帯１８６人の

方々が現在も市内で避難生活を送られております。

現在、サポートセンターでの避難者の受け入れや相談件数は減少していることから、

６月から規模は縮小いたしましたが、市民ボランティアの方々を中心とした運営に移行

し、被災地の復興状況等も見極めながら、今後も避難者への支援を継続していくことと

しております。

次に、市民ボランティアの活動拠点として遠野市に設置している「だいせん応援ハウ

ス」につきましては、開設から１カ月半が経過いたしましたが、市社会福祉協議会との

連携のもと、順調に運営されております。

概ね２０名の災害ボランティアに調理ボランティア及び管理スタッフを加えて１組と

し、３泊４日の日程で、これまで市民の皆様、消防団員、各種団体・企業の皆さん、広

域消防職員及び市職員など延べ３９０人が支援活動を行っております。現在も災害ボ

ランティアセンターの要請に基づき、宮古市、陸前高田市、大槌町などを中心に、被災

家屋内外の清掃、土砂や瓦礫の撤去などを行っております。

参加された市民ボランティアの方々からは、「個人が動き切れない面を大仙市が全面

的に支援する方式は、散在するボランティア集約の理想的な姿である」、あるいは「ボ
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ランティアに集中できる環境が整っていて、とても参加して良かった」、あるいは「ボ

ランティアの経験がなく、支援したい気持ちはあっても躊躇していたが、大仙市の募集

であることで安心感もあり、ボランティアに踏み出すきっかけとなった」などの声が市

に寄せられております。

なお、「だいせん応援ハウス」を拠点とした２０次にわたる支援活動は、一応６月

１８日をもって終了いたしますが、被災地におきましては、引き続き地道な復旧作業が

必要とされておりますので、どのような支援活動が最も望まれているかなどを見定めた

上で、今後とも効果的な支援活動を継続してまいりたいと存じます。

なお、義援金につきましては、市内でも多くの機関や団体などで募金に取り組まれて

おりますが、市に直接寄せられた義援金の額は、５月末現在で７５９万７，３５４円と

なっております。お預かりした義援金は、日本赤十字社秋田県支部を通じて東日本大震

災義援金として送金しておりますが、引き続き受け付けを行っておりますので、市民の

皆様のご協力をお願いいたします。

また、被災地や被災者の支援に直接充ててほしいとの趣旨で、市に対して大仙市出身

で首都圏に在住されている方２名及びイオン大曲ショッピングセンターを通じて、合わ

せて１３９万３，１３２円のご寄附をいただいております。この寄附金につきましては、

その趣旨に沿い、現在継続実施している被災地・被災者支援事業に活用させていただき

たいと存じます。

以上、主要事業の進捗状況並びに諸般の状況をご報告申し上げましたが、今後とも市

民並びに議員各位のご理解とご支援を賜りますようお願いを申し上げまして、招集のご

あいさつと諸般の報告とさせていただきます。

長時間ありがとうございます。

（２６番 佐藤孝次君 １０時０５分入場）

（２２番 本間輝男君 １０時２２分入場）

（２４番 藤田君雄君 １１時００分退場）

午前１１時１０分 開 議

○議長（児玉裕一君） これより本日の会議を開きます。

○議長（児玉裕一君） 本日の議事は、議事日程第１号をもって進めます。
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○議長（児玉裕一君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、会議規則第８１条の規定により、議長において、２０番北村稔君、

２１番高橋幸晴君、２２番本間輝男君を指名いたします。

○議長（児玉裕一君） 次に、日程第２、会期の決定を議題といたします。

お諮りいたします。今期定例会の会期は、本日から６月２３日までの１８日間といた

したいと思います。これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（児玉裕一君） ご異議なしと認めます。よって、会期は１８日間と決定いたしま

した。

○議長（児玉裕一君） この際、諸般の報告をいたします。

公社並びに第三セクターに係わる平成２２年度決算４件、平成２３年度事業計画３件

及び土地開発公社清算書、さらに平成２２年度大仙市継続費繰越計算書、平成２２年度

大仙市繰越明許費繰越計算書、平成２２年度大仙市事故繰越し繰越計算書が市長から、

また、例月現金出納検査結果が代表監査委員から提出されましたので、これを別添お手

元に配付のとおり報告いたします。

○議長（児玉裕一君） 申し上げます。この際、暫時休憩いたします。本会議は午前１１

時２０分に再開いたします。

午前１１時１２分 休 憩

…………………………………………………………………………………………………………

午前１１時２０分 再 開

○議長（児玉裕一君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。

○議長（児玉裕一君） 次に、日程第４、議案第１１７号を議題といたします。

提案理由の説明を求めます。栗林市長。

○市長（栗林次美君）【登壇】 議案第１１７号、教育委員会委員の任命について、ご説

明申し上げます。
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本案は、当市教育委員会委員の物部長仁氏の任期が、来る平成２３年６月３０日を
もののべ さきひと

もって満了しますが、同氏を再任いたしたく、地方教育行政の組織及び運営に関する法

律第４条第１項の規定により、議会の同意を求めるものであります。

以上、ご説明申し上げましたが、よろしくご審議の上、ご同意賜りますようお願い申

し上げます。

○議長（児玉裕一君） これより質疑に入ります。質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（児玉裕一君） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件については、会議規則第３７条第３項の規定により、委員会

の付託を省略いたしたいと思います。これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（児玉裕一君） ご異議なしと認めます。よって本件については、委員会の付託を

省略することに決しました。

これより討論に入ります。討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（児玉裕一君） 討論なしと認めます。

これより議案第１１７号を採決いたします。本件は同意と決することにご異議ありま

せんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（児玉裕一君） ご異議なしと認めます。よって本件は、同意することに決しまし

た。

○議長（児玉裕一君） 次に、日程第５、議案第１１８号から日程第７、議案第１２０号

までの３件を一括して議題といたします。

提案理由の説明を求めます。栗林市長。

○市長（栗林次美君）【登壇】 議案第１１８号から議案第１２０号までの固定資産評価

審査委員会委員の選任について、ご説明申し上げます。

本３件につきましては、当市固定資産評価審査委員会委員の３氏の任期が、来る平成

２３年６月３０日をもって満了することから、髙橋吉右エ門氏並びに相良永一氏につき

ましては再任し、竹内誠一氏につきましては、その後任として新たに草薙充雄氏を選任
み つ お
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いたしたく、地方税法第４２３条第３項の規定により、議会の同意を求めるものであり

ます。

以上、ご説明申し上げましたが、よろしくご審議の上、ご同意賜りますようお願い申

し上げます。

○議長（児玉裕一君） これより質疑に入ります。質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（児玉裕一君） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本３件については、会議規則第３７条第３項の規定により、委員

会の付託を省略いたしたいと思います。これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（児玉裕一君） ご異議なしと認めます。よって本３件については、委員会の付託

を省略することに決しました。

これより討論に入ります。討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（児玉裕一君） 討論なしと認めます。

これより議案第１１８号から議案第１２０号までの３件を一括して採決いたします。

本３件は同意と決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（児玉裕一君） ご異議なしと認めます。よって本３件は、同意することに決しま

した。

○議長（児玉裕一君） 次に、日程第８、議案第１２１号から日程第１３、議案第１２６

号までの６件を一括して議題といたします。

提案理由の説明を求めます。栗林市長。

○市長（栗林次美君）【登壇】 議案第１２１号から議案第１２６号までの人権擁護委員

の候補者の推薦につき意見を求めることについて、ご説明申し上げます。

当市人権擁護委員のうち、中村和樹氏、佐々木周悦氏並びに和田庸子氏の任期が来る
つね こ

平成２３年９月３０日をもって満了いたします。また、佐々木眞一氏、富岡妙子氏が任

期途中に亡くなられたこと並びに進藤美津子氏が都合により退任されたことから、それ

ぞれの後任候補者について秋田地方法務局から推薦の依頼があったところであります。



- 25 -

これを受けまして、任期満了の３氏につきましては再推薦し、退任等に伴う後任につ

きましては、荒川 恭 嗣氏、佐々木郁子氏並びに今麗子氏を新たに推薦いたしたく、人
きょう し

権擁護委員法第６条第３項の規定により、議会の意見を求めるものであります。

以上、ご説明申し上げましたが、よろしくご審議の上、ご同意賜りますようお願い申

し上げます。

○議長（児玉裕一君） これより質疑に入ります。質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（児玉裕一君） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本６件については、会議規則第３７条第３項の規定により、委員

会の付託を省略したいと思います。これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（児玉裕一君） ご異議なしと認めます。よって本６件については、委員会の付託

を省略することに決しました。

これより討論に入ります。討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（児玉裕一君） 討論なしと認めます。

これより議案第１２１号から議案第１２６号までの６件を一括して採決いたします。

本６件は同意と決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（児玉裕一君） ご異議なしと認めます。よって本６件は、同意することに決しま

した。

○議長（児玉裕一君） 次に、日程第１４、議案第１２７号から日程第２９、議案第

１４２号までの１６件を一括して議題といたします。

提案理由の説明を求めます。老松総務部長。

○総務部長（老松博行君）【登壇】 それでは、ご説明申し上げます。

お手元の議案書の１１ページ・１２ページをお開きいだきたいと思います。

議案第１２７号、大仙市特別職の職員で非常勤のものの報酬、費用弁償等に関する条

例の一部を改正する条例の制定について、ご説明申し上げます。

市の機構改革により、本年度から従来の消費生活相談所を廃止し、市民部に新たに消



- 26 -

費生活相談室を設置しておりますが、消費生活相談員を新たに配置したほか、今後、現

行の消費者モニター制度に代わる制度を導入する計画であり、これに伴い消費者モニ

ターを廃止することとして報酬規定を削除するもので、公布の日から施行することとし

ております。

次に、１３ページから１６ページまでになります。

議案第１２８号大仙市税条例の一部を改正する条例の制定について、ご説明申し上げ

ます。

本案は、東日本大震災の被災者等の負担の軽減を図るため、地方税法の一部を改正す

る法律が平成２３年４月２７日に公布され、一部を除き同日から施行されたことに伴い、

所要の改正を行うものであります。

改正の内容についてでありますが、はじめに個人市民税につきましては、東日本大震

災により住宅や家財等について受けた損失の金額について、平成２２年分の総所得金額

等から雑損控除として控除できることとし、控除しても控除しきれない金額についての

繰越期間を３年から５年に延長するものであります。

また、償還期間１０年以上など一定の要件のもとで住宅ローンを組んだ場合、年末の

ローン残高の一定割合を所得税から、また、控除しきれない場合は市民税から１０年間

にわたり税額控除の特例を受けられます。この特例の適用要件として、その間引き続き

その住宅に居住することが求められますが、東日本大震災により住宅が滅失し、または

損壊して居住することができなくなった場合でも、その残りの期間について税額控除の

特例を適用できることとするものであります。

次に、固定資産税につきましては、住宅用地に係る課税標準の特例の適用を受けるた

めには、賦課期日において家屋の敷地として使用されていることが要件となっておりま

すが、東日本大震災により家屋が滅失し、または損壊した場合で、家屋が再建されてい

ない場合であっても、その年度の１月３１日までに申告があったものについては、平成

２４年度から平成３３年度までの間、住宅用地とみなして課税標準の特例を適用するも

のであります。

雑損控除の特例及び住宅用地の特例に係る規定につきましては公布の日から、住宅借

入金額等特別税額控除の適用期限の特例に係る規定につきましては平成２４年１月１日

から施行することとしております。

次に、１７ページと１８ページになります。



- 27 -

議案第１２９号、大仙市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について、

ご説明申し上げます。

本案は、中低所得者の国民健康保険税の負担の軽減を図るため、地方税法施行令の一

部が改正され、国民健康保険税の課税限度額が引き上げられたことに伴い同様に引き上

げるもので、基礎課税につきましては１万円増の５１万円に、後期高齢者支援金等課税

につきましては１万円増の１４万円に、介護納付金課税につきましては２万円増の１２

万円を限度とするもので、公布の日から施行し、平成２３年度以後の年度分の国民健康

保険税から適用することとしております。

次に、１９ページと２０ページになります。

議案第１３０号、大仙市南外多目的集会施設設置条例の一部を改正する条例の制定に

ついて、ご説明申し上げます。

本案は、公共施設見直し計画に基づき、荒又地域多目的集会所を荒又自治会に譲渡す

るため同施設を廃止するもので、平成２３年１０月１日から施行することとしておりま

す。

次に、２１ページと２２ページになります。

議案第１３１号、大仙市南外生活改善センター設置条例の一部を改正する条例の制定

について、ご説明申し上げます。

本案は、公共施設見直し計画に基づき、南外滝生活改善センターを滝自治会に譲渡す

るため同施設を廃止するもので、平成２３年１０月１日から施行することとしておりま

す。

次に、２３ページから２７ページまでになります。

議案第１３２号、大仙市西仙北スポーツセンター設置条例の一部を改正する条例の制

定について、ご説明申し上げます。

本案は、大仙市西仙北スポーツセンターに指定管理者制度を導入するため必要な事項

を定めるほか、これに伴い、役割を終える運営委員会を廃止するとともに所要の条文整

理等を行うもので、指定管理者制度に係る規定は公布の日から、その他の規定は平成

２４年４月１日から施行することとしております。

このほか、附則で大仙市特別職で非常勤のものの報酬、費用弁償等に関する条例の一

部を改正し、スポーツセンター運営委員会委員の報酬規定を削除することとしておりま

す。
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次に、２８ページと２９ページになります。

議案第１３３号、大仙市西仙北生活改善センター設置条例を廃止する条例の制定につ

いて、ご説明申し上げます。

本案は、公共施設見直し計画に基づき、大仙市西仙北辰ノ口生活改善センターを辰ノ

口集落会に譲渡するため同施設を廃止するものでありますが、これにより条例で規定す

る施設がなくなることから条例を廃止するもので、公布の日から施行することとしてお

ります。

次に、３０ページから３２ページまでになります。

議案第１３４号、大仙市へき地保育所条例の制定について、ご説明申し上げます。

本案は、市町村合併に際し、旧市町村条例を暫定施行し、市内のへき地保育所を運営

してまいりましたが、へき地保育所の減少などにより保育料を除く制度統一が容易に

なったことを踏まえ、土川保育園に指定管理者制度を導入するに当たり、従来の暫定施

行条例を廃止し、新たに大仙市条例を制定するもので、公布の日から施行することとし

ております。

なお、土川保育園への指定管理者制度導入を除き、これまでの取り扱いに変更はあり

ません。

次に、３３ページになります。

議案第１３５号、財産の取得について、ご説明申し上げます。

太田地域出身の仏画家である鈴木空如の生家には、美術的、学術的、歴史的価値の高

い作品や関連資料がまとまって所蔵されておりますが、市にとりましても大変貴重なこ

れらの資料の散逸を防ぎ、市において保存し、活用させていただくため、今般、これら

を一括して取得することとし、大仙市議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処

分に関する条例第３条の規定により、議会の議決をお願いするものであります。

取得する財産の内容についてでありますが、鈴木空如が法隆寺金堂壁画とともに力を

注いだ日本仏教美術の至宝の模写絵など絵画作品が７８８点、空如関係の書簡、 巡 拝
じゅんぱい

集 印 帖 、衣服、卒業証書、参考書、スクラップブック、画材、収集品などの関連資料
しゅういんじょう

が２，７１３点の合計３，５０１点であります。取得金額は２，３００万円で、これは

個別の価格算定が困難であることから、作品及び関連資料群を一体として捉えて鈴木氏

と交渉を行い、合意が得られた額であります。

次に、３４ページと３５ページになります。
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議案第１３６号及び議案第１３７号の２件につきましては、関連がありますので一括

してご説明申し上げます。

本２件は、特定環境保全公共下水道事業及び農業集落排水事業について、既に議会の

議決をいただいている平成２３年度一般会計からの事業資金繰入額の上限を変更する必

要が生じましたので、地方財政法第６条の規定により、議会の議決をお願いするもので

あります。

各特別会計の繰入額の上限についてでありますが、特定環境保全公共下水道事業特別

会計につきましては、繰入額の上限を３７５万１千円引き上げ４億６，１７０万８千円

以内に、農業集落排水事業特別会計につきましては、繰入額の上限を２８８万８千円引

き上げ７億６９５万３千円以内とするものであります。

続きまして、お手元の資料Ｎｏ．２の大仙市補正予算書〔６月補正〕をご覧いただき

たいと思います。

１ページになります。

議案第１３８号、平成２３年度大仙市一般会計補正予算（第３号）について、ご説明

申し上げます。

今回の補正予算は、県の補助事業の採択に伴う補正のほか、東日本大震災被災地・被

災者支援事業費及び住宅用火災警報器設置助成事業費などについて補正を行うものであ

り、歳入歳出予算の総額にそれぞれ７，３９１万１千円を追加し、補正後の予算総額を

４４３億１，９０６万７千円とするものであります。

それでは補正予算の概要につきまして、事項別明細書により歳入から順にご説明申し

上げます。

８ページになります。

１０款地方交付税は、特別交付税として１，４５６万３千円の補正。

１２款分担金及び負担金は、大仙市清水北部土地改良区の総代選挙費負担金として７

万８千円の補正であります。

１５款県支出金は、３，７１３万６千円の減額補正であります。

県負担金は、国民健康保険の保険基盤安定負担金として７，３８９万１千円の減額補

正、県補助金は、既存グループホームのスプリンクラー等整備費補助金や地球温暖化防

止等臨時対策基金事業費補助金などとして、合わせて３，４２１万２千円の補正であり

ます。
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また、９ページになりますが、委託金は、教育課程研究指定校事業費委託金及び確か

な学力の育成に係る実践的調査研究事業費委託金として、合わせて２５４万３千円の補

正であります。

１７款寄附金は、民生費寄附金及び教育費寄附金として、合わせて４０５万円の補正

であります。

１８款繰入金は１，０６０万円の補正であり、内訳は１０ページになりますけれども、

町内集落会館整備費貸付基金繰入金及び環境保全基金繰入金となっております。

１９款繰越金は、前年度繰越金として７，７２０万１千円の補正であります。

２０款諸収入は、地域国際化施策支援特別対策事業助成金及び地域医療等振興事業費

交付金として、合わせて４５５万５千円の補正であります。

次に、歳出についてご説明申し上げます。

２款総務費は１，１８１万８千円の補正であります。

内容といたしましては、「財産管理費」は、協和地域の境会館について、地元町内会

との協議により、市が施設の改修工事を実施した後に地元町内会に譲渡することとなっ

たことから、協和環境保全基金を財源とする改修費として８００万円の補正、また、

「災害時外国籍住民等支援事業費」につきましては、災害時における外国籍住民等の支

援体制の整備を図るため、多言語の防災マニュアルや多言語表示シート等を作成する経

費として１１４万円の補正であります。

「町内集落会館整備費貸付事業費」につきましては、神岡地域の上町集会所の建設に
うわまち

対する貸付金として２６０万円の補正、また、「大仙市清水北部土地改良区総代選挙執

行経費」として７万８千円の補正であります。

１２ページになります。

３款民生費は６，７０５万６千円の減額補正であります。

主な内容といたしましては、「国民健康保険事業特別会計繰出金」は、国保税の課税

所得額等が確定したことにより、軽減額分に係る保険基盤安定制度の繰出金が当初見込

みを下回ることから９，８５２万２千円の減額補正、「既存介護施設等スプリンクラー

整備費補助金」につきましては、中仙地域２施設と南外地域２施設、合わせて４施設の

グループホームにスプリンクラー等の整備をするための補助金として１，２２１万７千

円の補正であります。

また、「法人立保育所補助金」は、社会福祉法人「大曲保育会」が事業主体として実
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施する「大曲東保育園」の調理室の増築事業に対する補助金として５６７万６千円の補

正、「東日本大震災被災地・被災者支援事業費」は、本市の温泉施設を宿泊先として震

災被災者を招待し、疲れをいやし心身をリフレッシュしていただく事業に係る経費及び

被災地に届ける支援物資の輸送事業に係る経費として、合わせて９８７万２千円の補正

であります。

４款衛生費は２，２１９万９千円の補正であります。

主な内容といたしまして、「診療所勘定特別会計繰出金」は、太田国保診療所の冷房

設備の冷却塔機器を更新する経費及び平成２４年度からの医療法人化に向けた施設改修

の設計業務に係る経費として、合わせて４９８万５千円の補正、「家庭用ＬＥＤ照明購

入補助事業費」につきましては、今年度当初予算においてＬＥＤ電球及びＬＥＤ照明機

器を市内の電気店から購入した場合、購入経費の２分の１を補助する事業費を計上して

おりますが、５月末現在で申請件数が１３６件、補助金額として２４９万円に達してい

ることから、今後の申請見込みを勘案し、６３５万円の補助金を補正するものでありま

す。

また、「省エネルギー照明灯設置事業費（補助分）」につきましては、電力消費と二

酸化炭素の削減、地球温暖化防止等を目的に、県の基金を活用して大曲地域の「大曲駅

前周辺」と「あけぼの堤防公園周辺」に太陽光パネル付きＬＥＤ照明灯などを設置する

経費として、合わせて７６０万５千円の補正であります。

１４ページになります。

６款農林水産業費は１，９２９万円の補正であります。

主な内容といたしまして、「農業者戸別所得補償制度推進事業費」は、戸別所得補償

制度推進のための事務費として、国から「大仙市農業再生協議会」に対し追加交付が

あったことに伴う経費として３００万円の補正、また、「経営拡大支援事業費」は、大

規模経営を展開する農業法人や複合部門の拡大を目指す農業法人が「秋田県農林漁業振

興臨時対策基金」を活用して必要な設備や機械を導入する事業であります。今般、大規

模経営部門で協和地域の「農業法人たねっこ」、複合部門で協和地域の「農業法人稲沢
いなざわ

生産組合」及び仙北地域の「農業法人本郷農園」が県の採択を受けたことによる補助金
ほんごう

として、合わせて４８６万３千円の補正であります。

「農業経営近代化施設整備費補助金」につきましては、協和地域の「農業法人たねっ

こ」が実施する「ゆめおばこ」採種圃拡大による乾燥施設の増設事業に対する補助金と
さいしゅ ほ
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して７５２万３千円の補正、また、「農業集落排水事業特別会計繰出金」は、太田地域

の横沢処理場及び小神成処理場の施設機器の修繕費、並びに西仙北地域の川里処理区に
よこさわ こ が なり かわざと

おける県道淀川・北野目線の下水管埋設歩道の震災復旧費に係る繰出金として、合わせ

て２８８万８千円の補正であります。

７款商工費につきましては３５５万８千円の補正であります。

内容といたしましては、「中心市街地活性化対策事業費」につきましては、大曲商工

会議所が事業主体で大曲の花火の開催にあわせ、花火通り商店街などが実施する「だい

せん花火と食のおもてなし事業」への支援及び「まちなか交流施設の駐車場の確保」を

目的に、株式会社ＴＭＯ大曲へ支援する補助金として合わせて１５６万７千円の補正、

「被災地開催花火大会支援事業費」につきましては、震災被災地の宮古市及び石巻市に

おいて、復興への思いを込めて打ち上げられる花火大会への支援補助として１５０万円

の補正、また、「フィルムコミッション推進事業費」につきましては、大曲商工会議所

などが「仮称：だいせん大曲フィルムコミッション」を立ち上げるにあたり、観光素材

の発掘やテレビ・映画等のロケ誘致などを展開するための経費負担として４９万１千円

の補正であります。

１６ページになります。

８款土木費は３，２４８万円の補正であります。

内容といたしまして、道路改良事業費は、太田地域の消雪施設の改修に係る経費とし

て２，８７２万９千円の補正、特定環境保全公共下水道事業特別会計繰出金は、仙北地

域の県道千畑・大曲線の下水道マンホール及び下水管埋設歩道が地震の被害を受けたた

め、その復旧費に係る繰出金として３７５万１千円の補正であります。

９款消防費は、住宅用火災警報器設置助成事業費でありまして、平成２１年度に７０

歳以上の高齢者世帯で非課税世帯等を対象に火災警報器の設置助成を行っておりますが、

今回は対象となる高齢者世帯の年齢基準を６５歳以上と、５歳拡大して設置助成を実施

するものであり、対象世帯を２，４４７世帯と見込んだ経費として１，１６８万３千円

の補正であります。

１８ページになります。

１０款教育費は２，４８７万３千円の補正であります。

主な内容といたしまして、「確かな学力の育成に係る実践的調査研究事業費」につき

ましては、大曲地域の藤木小学校及び角間川小学校、大曲南中学校が協働で環境教育に
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関する取り組みを行う県の委託事業費として２３４万３千円の補正、学校給食事業特別

会計繰出金につきましては、中仙地域及び仙北地域の学校給食センターにおける施設の

修繕に係る繰出金として１９７万３千円の補正、教育文化基金積立金は、大曲地域から

神奈川県に転出された女性からいただいた寄附金全額を教育文化基金に積み立てる積立

金として３００万円の補正であります。

また、公民館管理費は、南外公民館の冷暖房設備の改修工事に伴う経費として

１，６２６万９千円の補正であります。

１１款災害復旧費は１，５０６万６千円の補正であります。

内容といたしましては、「公園施設災害復旧費（単独分）」につきましては、今回の

地震により損傷を受けました大曲地域の川港親水公園の浜倉の外壁復旧費として

１，３９６万５千円の補正、「民生施設災害復旧事業費（単独分）」につきましては、

大曲地域の高畑保育園の敷地のフェンスが雪害により破損したため、その復旧費として

１１０万１千円の補正であります。

以上が一般会計分であります。

次に、２１ページになります。

議案第１３９号、平成２３年度大仙市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）

につきましては、事業勘定及び診療所勘定について補正するものであります。

事業勘定につきましては、課税所得額等の確定による国保税の補正及び前年度療養給

付費負担金の精算による返戻金、並びに財政調整基金積立金などについて補正を行うも

のであり、歳入歳出予算の総額に、それぞれ１億６，７４６万５千円を追加し、補正後

の予算総額を１０４億７，４２９万９千円とするものであります。

診療所勘定につきましては、施設の冷房設備の冷却塔機器の更新に係る工事費及び診

療棟などの改修に伴う設計業務委託料の補正であり、歳入歳出予算の総額に、それぞれ

４９８万５千円を追加し、補正後の予算総額を１億８，２０９万９千円とするものであ

ります。

それでは、はじめに、事業勘定からご説明申し上げます。

２８ページになります。

歳入１款国民健康保険税は、課税所得額等の確定に伴う一般被保険者及び退職被保険

者等の国民健康保険税として、合わせて５，６５２万８千円の減額補正であります。

３款国庫支出金は、前期高齢者交付金等の額の確定に伴い、療養給付費等負担金及び
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財政調整交付金として、合わせて２９５万８千円の補正であります。

５款前期高齢者交付金は、交付金の額の確定により３３８万円の減額補正であります。

６款県支出金は、都道府県財政調整交付金として５５万３千円の補正であります。

９款繰入金は、国保税の確定に伴い、軽減額分に係る保険基盤安定制度における一般

会計繰入金が減額となることから、９，８５２万２千円の減額補正であります。

３０ページになります。

１０款繰越金は、前年度繰越金として３億２，２３８万４千円の補正であります。

次に、歳出についてご説明申し上げます。

２款保険給付費は、一般被保険者療養給付費における財源振替の補正であります。

３２ページになります。

３款後期高齢者支援金等は、後期高齢者支援金及び後期高齢者関係事務費拠出金の納

付額の確定により、負担金として、合わせて２１２万６千円の補正であります。

４款前期高齢者納付金等は、前期高齢者納付金の額の確定により、負担金として８万

２千円の補正であります。

３４ページになります。

６款介護納付金は、納付金の額の確定により９９９万３千円の補正であります。

１０款諸支出金は、前年度の療養給付費負担金の精算に伴う返戻金として１億

１，５２６万４千円の補正であります。

３６ページになります。

１１款基金積立金は、前年度繰越金の一部を財源に、国保財政調整基金に積み増しす

る積立金として４，０００万円の補正であります。

次に、診療所勘定についてご説明申し上げます。

４２ページになります。

歳入５款繰入金は、一般会計からの繰入金として４９８万５千円の補正であります。

歳出１款総務費は、施設整備費として、平成２４年度からの医療法人化に向けた診療

棟及び入院棟の施設改修に伴う設計業務委託料、並びに施設の老朽化等に伴う冷房設備

冷却塔機器を更新する工事費として、合わせて４９８万５千円の補正であります。

次に、４５ページになります。

議案第１４０号、平成２３年度大仙市学校給食事業特別会計補正予算（第１号）につ

きましては、市内２施設の学校給食センターの空調設備の修繕に係る経費について補正
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を行うものであり、歳入歳出予算の総額に、それぞれ１９７万３千円を追加し、補正後

の予算総額を１２億２，１８２万円とするものであります。

５０ページになります。

歳入２款繰入金は、一般会計からの繰入金として１９７万３千円の補正であります。

歳出１款給食事業費は、中仙地域及び仙北地域の学校給食センターの空調設備の修繕

に係る経費について、合わせて１９７万３千円の補正であります。

次に、５３ページになります。

議案第１４１号、平成２３年度大仙市特定環境保全公共下水道事業特別会計補正予算

（第２号）につきましては、地震の被害を受けた仙北地域の下水道施設の復旧費につい

て補正を行うものであり、歳入歳出予算の総額に、それぞれ３７５万１千円を追加し、

補正後の予算総額を７億８，８１５万２千円とするものであります。

５８ページになります。

歳入４款繰入金は、一般会計からの繰入金として３７５万１千円の補正であります。

歳出５款災害復旧費は、今回の地震により、仙北処理区の「県道千畑・大曲線」の歩

道に埋設している下水道施設が被害を受けたことから、マンホール及び下水管埋設の歩

道路面等の復旧費として３７５万１千円の補正であります。

次に、６１ページになります。

議案第１４２号、平成２３年度大仙市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）

につきましては、太田地域の２施設の処理場の機器修繕費及び地震の被害を受けた西仙

北地域の下水道施設の復旧費について補正するものであり、歳入歳出予算の総額に、そ

れぞれ２８８万８千円を追加し、補正後の予算総額を１５億９，９４３万２千円とする

ものであります。

６６ページになります。

歳入４款繰入金は、一般会計からの繰入金として２８８万８千円の補正であります。

歳出１款総務費は、太田地域の横沢処理場及び小神成処理場の設備機器の修繕に係る

経費として１３９万７千円の補正であります。

６８ページになります。

歳出５款災害復旧費は、今回の地震により、西仙北地域の川里処理区の県道淀川・北

野目線で下水管が埋設されている歩道が被害を受けたことから、歩道路面の復旧費とし

て１４９万１千円の補正であります。
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以上、提出議案につきまして一括してご説明申し上げましたが、よろしくご審議の上、

ご承認賜りますようお願い申し上げます。

○議長（児玉裕一君） これにて本定例会に上程された議案について、説明が終了いたし

ました。

○議長（児玉裕一君） お諮りいたします。議案等調査のため、６月７日から６月１３日

まで７日間、休会いたしたいと思います。これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（児玉裕一君） ご異議なしと認めます。よって、６月７日から６月１３日まで７

日間、休会することに決しました。

○議長（児玉裕一君） 以上で本日の日程はすべて終了いたしました。

本日はこれをもって散会し、来たる６月１４日、本会議第２日を定刻に開議いたしま

す。

大変ご苦労様でした。

午後 ０時００分 散 会


